
同窓会だより

　1875（明治8）年、親鸞聖人のみ教えをもとに創設され、文武両道の
男子校として社会に多くの人材を輩出してきた崇徳学園。
　創設から140余年が経過した今、建学の精神に基づく伝統を守り
ながら男女共学化を推進し、さらなる進化をめざします。
　先行きの予測が困難な複雑で変化の激しいこれからの時代を生き
抜き、社会に貢献できる力を育む多様な教育を実践していきます。

　このたび、十数年ぶりに同窓会名簿を発行する運びと
なりました。同窓会活動を発展させていくためには、会員名
簿の整備は必要不可欠なものであると考えております。
　まずは皆様に現在の登録内容をご確認いただき、
掲載内容について意思表示のご返信をいただきたく
存じます。別途、皆様のお手元に掲載内容確認ハガキが
到着していることと存じますが、内容についてご確認の
上、ご返信をお願いいたします。（既にデータ修正のご返
信をいただいている場合、当会報と行き違いとなってい

ることがございます。申し訳ございませんが、ハガキの返
信内容に基づきデータ修正を行いますので、何卒ご理解
いただきますようよろしくお願いいたします。）
　また、今回の名簿発行は会員の皆様からの名簿購
入予約（4,500円 送料・消費税込）や名簿作成賛助金
協賛（10,000円 消費税込・名簿1冊進呈）、広告協賛
（サイズによって金額異なる・名簿1冊進呈）によって作
業経費を充当いたします。ぜひともご協力をお願いい
たします。
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同窓会の活動や過去会報のバックナンバーなどを掲載していきます。
最新情報を発信してまいりますので、ぜひご覧ください！
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CONTENTS令和3年版名簿発行について

●発行予定：令和3年8月下旬　●仕様／掲載者：A４判／恩師を含め、創立から現在までの同窓生約40,000名
●掲載項目：氏名・現住所（電話）・勤務先（電話）・最終学歴・クラブ名を掲載

※なお、当作業は正副会長会議・幹事会で十分協議を重ねた結果、プライバシーマーク取得のデータ整備専門会社㈱サラトに作業を委託しております。

伝統 革新



男女共学化を推進、
リニューアルした新しい学習環境で
さらなる進化をめざします。

RENEWAL

　新校舎「興仁館」、「慧光館」、「清光館」の
完成を機に全教室に設置したプロジェク
ターを効果的に活用することで、これまで以
上に分かりやすい授業が実現しました。生
徒用iPadも用意し、一人1台体制での授業
も行っています。

大きな窓から、光がしっかり
と入る明るく開放的な空間
になっています。窓際で外
の景色を見ながらお洒落に
ランチが楽しめます。
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リニューアル

明るい光が差し込む、
お洒落な空間の

ランチルーム

総合的な学習や探究活動を行うことができ、学びを深めることができます。
図書館が併設されているので、調べ学習なども効果的に進められます。

全教室プロジェクター完備。音声も流れるので学習効果が
高まり、わかりやすい授業の展開を促しています。

ものづくりを通して、工夫し創造する力を
育てていく教育環境が整っています。

ラーニングコモンズ（探究のもり）

教室・理科室

教室 理科室 技術室

技術室・教室

崇徳学園 News!

ICTを活用した充実の学習環境

　制服も刷新。中高6
年間着られるスーツス
タイルで、中学生はブ
ルー、高校生はエン
ジのネクタイとリボン
となります。

制服も
リニューアル

興仁館

興仁館

慧光館 清光館

慧光館
清光館本 館

こうにんかん

えこうかん

しょうこうかん



崇徳学園ノスタルジー
現在の礎となった場面をもう一度…
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崇徳学園 歴史探訪

整備されゆく校舎　昭和32年には鉄筋新校舎（1号館・写真の右端建物）が竣工（昭和34年4月）

軍属将校による校庭での
軍事講話（昭和13年）

被爆した旧制崇徳中学校
講堂の外郭を残して全て
焼失した
（昭和20年秋
校地の南西側からの撮影）

被爆した
崇徳中学校の
講堂内部

歩兵第十一連隊宿泊演習前の出発行進
広島市役所前を進む崇徳中学校の隊列（昭和13年）

崇徳中学校の中に設置されていた
武器格納庫（昭和13年）

横綱「常の花」を迎えて、相撲場竣工式後に
開かれた近隣青少年相撲大会（昭和3年）

第四仏教中学の第1回卒業記念
（卒業生29名　明治36年3月27日）

崇徳中学校・高等学校の全教職員（昭和61年）

平和問題研究会のフィールドワーク
比治山陸軍墓地へ（昭和63年）

第48回センバツ大会での
初優勝を伝える新聞記事
（昭和51年4月）

南方向から眺めた崇徳高等学校の旧校舎（平成5年）

校地の西側から眺めた崇徳学園
（崇徳中学校・高等学校）校舎（平成12年）

空から眺めた崇徳高等学校（平成5年）

三冠達成の年のバレーボール部
第6回センバツ優勝大会の決勝戦
（昭和50年3月）

第4回海外演奏旅行で演奏する
グリークラブ（平成3年7月アテネ市
ヘロッド・アピクス野外劇場にて）

校門から望んだ講堂
〈被爆後、改修して教室等に使用〉（昭和27年）

（米軍戦略爆撃調査団撮影資料　財団法人広島
平和文化センター提供写真　昭和21年3月～4月撮影）

第48回センバツ
大会で初優勝の
硬式野球部表彰式
での崇徳チーム
（昭和51年4月）

Sotoku H
istory

Nostalgia

in the past Future



　同窓会だより第32号をお読みいただき
ありがとうございます。
　まずは、本号より内容をリニューアルす
るにあたり、ご理解ご協賛いただいた同窓
生の皆様に御礼申し上げます。
本年より崇徳学園は共学としてのスタート
を切りました。同窓生の皆様へ「共学と
なった今」を少しでもお届けしたいとの想
いで、この度のリニューアルへと繋がった
次第であります。
　表紙にあるように、同窓会としても「伝
統×革新」をもって更なる発展を目指して
いきますので、同窓会だよりおよび同窓会
活動の今後にご期待ください。
（平成16年卒　益田 和幸）

同窓会 Message!
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Message! 同窓会 活動報告・活動計画

　母校同窓会会員の皆様、平素
は同窓会活動に何かとご理解ご
協力賜り誠にありがとうござい
ます。私は令和２年４月より崇徳
学園同窓会会長に就任致しまし

た松田宜久と申します。
　どうか宜しくお願い致します。
　母校崇徳学園は２０１９年度には３年をかけ新校
舎の建築と本館のリニューアル工事も無事終わり２
０２０年からは女子生徒を迎え男女共学となりまし
た。コロナ禍により、学校も休校、行事の中止等に、
皆様におかれましても様々な支障が生じられたので
はないでしょうか??同窓会も活動はある程度縮小す
ることを余儀なくされるなか今期は活性化に向けて
出身母校に対する一体感・親睦向上に向けまずは
知って頂く為に、情報発信を進め『同窓会名簿の作
成』『新しいホームページの作成』ならびに『同窓会だ

よりのリニューアル』の３本柱を掲げ、会員の紹介や
学校のニュース、同窓会行事などお知らせしていく
事に致しました。私自身、社会に出て様々な場面で
「崇徳出身なのか? 」から始まり母校を縁とする結び
つき出会いを頂き同窓であればこその喜びを沢山
実感させて頂きました。崇徳学園出身同士、クラブ・
職域・学年・商売等で関係を親密にし、こういう時だ
からこそ同窓同士の交誼を厚くして絆をもっともっと
深めていただく様願っています。
　より一層広がる同窓の輪を目指し皆様からのご意見
やご要望をできる限り同窓会に反映させ、創立150周
年に向けて誇りの持てる母校発展と在校生の応援が
かなえられるように輝ける同窓会を目指して、役員や幹
事の皆様と精一杯精進努力して参りますので、より一
層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　同窓の皆様の今後のご多幸を祈念しご挨拶とさ
せて頂きます。

同窓会会長あいさつ 崇徳学園同窓会会長　松田 宜久（昭和61年卒）

編集後記

会　長 　昭和61年卒 　松田　宜久
副会長 　昭和31年卒 　森正　耕太郎
 　昭和44年卒 　齊藤　康範
 　昭和47年卒 　大知　裕
 　昭和52年卒 　西本　義弘
 　昭和51年卒 　山本　正純
 　昭和55年卒 　河野　敏
 　平成 3年卒 　鵜飼　誠晃
 　平成 5年卒 　龍永　和成
 　平成15年卒 　流田　甲子郎
 　平成16年卒 　益田　和幸
監　査 　昭和46年卒 　清水　紀彦
 　昭和54年卒 　中川　隆

平成2年卒   樽本  秀幸
平成6年卒   久保  成史
平成8年卒   渡邉  稔宜

平成14年卒   倉田  信之介
平成15年卒   澤村  隼人

崇徳同窓会役員

活動報告2019年度

活動計画2020年度

2019年
4月 8日　第72回崇徳高等学校入学式〈崇徳学園体育館〉
          　　（森正副会長・齊藤副会長・西本副会長・河野副会長・
　　　　　　松田副会長・鵜飼副会長・中川監査・清水監査)
          　　第73回崇徳中学校入学式〈崇徳学園講堂〉
          　　（山本会長・森正副会長・西本副会長・河野副会長・
　　　　　　鵜飼副会長・中川監査・清水監査)
4月25日　第1回正副会長会議〈崇徳学園応接室〉
          　　第1回幹事会〈崇徳学園会議室〉
          　　　　◇2018年度活動報告
          　　　　◇2018年度（2018/4/1～2019/3/31）決算について
          　　　　◇2019年度予算について
          　　　　◇2019年度同窓会総会・懇親会の開催について
          　　　　◇副会長・幹事の人事について
          　　　　◇その他
4月19日　崇徳学園歓送迎会〈広島ガーデンパレス〉
          　　（山本会長・森正副会長・齊藤副会長・松田副会長・
　　　　　　龍永副会長・中川監査)
5月15日　2018年度同窓会会計監査〈崇徳学園理事長室〉
          　　（清水監査・中川監査）
5月15日　第2回正副会長会議〈崇徳学園応接室〉
          　　　　◇2018年度会計監査報告
          　　　　◇2019年度同窓会総会・懇親会について
          　　　　◇その他
5月21日　宗祖降誕会・開校記念式〈崇徳学園体育館〉
          　　（山本会長・齊藤副会長・河野副会長・松田副会長・
　　　　　　鵜飼副会長・中川監査・清水監査)
5月25日　関西支部総会〈大成閣〉
          　　（山本会長・久保事務局）
6月12日　第3回正副会長会議・第3回幹事会〈崇徳学園会議室〉
          　　　　◇2019年度同窓会総会・懇親会について
          　　　　◇その他
6月 2日　第4回正副会長会議〈崇徳学園応接室〉
          　　　　◇2019年度同窓会総会・懇親会について
          　　　　◇その他
7月 6日　関東支部総会〈東京・ホテル機山館〉
          　　（山本会長・松田副会長・久保事務局）
7月10日　第5回正副会長会議・第3回幹事会〈崇徳学園会議室〉
          　　　　◇2019年度同窓会総会・懇親会について
          　　　　◇その他
7月27日　PTA・同窓会合同懇親会〈ひろしま国際ホテル〉
7月28日　慈母観音像慰霊祭
          　　（山本会長）

7月30日　第6回正副会長会議・第4回幹事会
          　　〈崇徳学園会議室〉
          　　　　◇2019年度同窓会総会・懇親会について
          　　　　◇その他
8月 6日　原爆忌
          　　（山本会長・森正副会長・齊藤副会長・松田副会長)
8月20日　第7回正副会長会議・第5回幹事会〈崇徳学園会議室〉
          　　　　◇2019年度同窓会総会・懇親会について
          　　　　◇その他
9月 7日　2019年度同窓会総会・懇親会
          　　〈ホテルグランヴィア広島〉
10月23日　第8回正副会長会議・当番幹事慰労会〈芸州広島本店〉
          　　　　◇2019年度同窓会総会・懇親会の反省と課題
          　　　　◇2020年度同窓会総会・懇親会について
          　　　　◇その他
10月24日　奨学生採用伝達式〈崇徳学園理事長室〉
          　　（山本会長）
11月 3日　崇徳祭〈崇徳学園〉
          　　　　◇ポップコーン・崇徳餅・タオルの販売
          　　　　◇マジック（RYO）
          　　（山本会長・森正副会長・齊藤副会長・山本副会長・
　　　　　　西本副会長・河野副会長・龍永副会長・流田副会長・
　　　　　　清水監査・益田幹事）
11月28日　報恩講
          　　（山本会長・齊藤副会長・河野副会長・松田副会長・
　　　　　　鵜飼副会長・中川監査)

2020年
1月30日　第9回正副会長会議〈崇徳学園応接室〉
          　　　　◇2019年度懇親会の決算について
          　　　　◇2020年度同窓会の活動について
          　　　　◇その他
2月18日　第10回正副会長会議・第6回幹事会〈崇徳学園会議室〉
          　　　　◇2019年度懇親会の決算報告
          　　　　◇2020年度同窓会の活動について
          　　　　◇名簿・ホームページについて
2月29日　卒業生表彰式
          　　（コロナウイルス蔓延による規模縮小のため中止。
　　　　　　表彰は教室にて実施）
3月 1日　第72回卒業式〈崇徳学園体育館〉
          　　（コロナウイルス蔓延による規模縮小のため
　　　　　　出席見合わせ）

2020年
4月 7日　第72回崇徳高等学校入学式〈崇徳学園体育館〉
          　　第73回崇徳中学校入学式〈崇徳学園講堂〉
4月 7日　2019年度同窓会会計監査〈崇徳学園理事長室〉
4月17日　崇徳学園歓送迎会〈広島ガーデンパレス〉→中止
5月21日　宗祖降誕会開校記念式〈崇徳学園体育館〉→中止
5月23日　関西支部総会〈大成閣〉→中止
6月　　　PTA・同窓会合同懇親会→中止
7月 4日　関東支部総会〈東京・ホテル機山館〉→延期
8月 6日　原爆忌
9月26日　2020年度同窓会総会・懇親会〈リーガロイヤルホテル広島〉
          　　→懇親会は中止。総会を崇徳学園で実施
9月23日　中学校運動会〈広島サンプラザ〉

10月　　　奨学生採用伝達式〈崇徳学園理事長室〉
11月 3日　崇徳祭〈崇徳学園〉→同窓会からの出店は中止
11月28日　報恩講〈崇徳学園体育館〉

2021年
2月28日　崇徳高等学校卒業生表彰式〈崇徳学園体育館〉
3月 1日　崇徳高等学校卒業式〈崇徳学園体育館〉

※その他必要に応じて正副会長会議・幹事会・各委員会・懇親会を
　開催します。

同窓会事務局
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同窓会 Message!

　同窓会会員みなさまこんにちは！
　コロナ禍が日本国内はもとより地
球規模で猛威を振るっており、広島
市内におきましても感染者がまだま
だ増え続けておりますが、幸いにも

崇徳学園では生徒、教職員とも感染者は出ておりません。
　同窓会の皆様におかれましても、感染防止に向けた
対応を徹底される中で健やかな日常をお過ごしのこと
と思います。
　こうした中、今年の同窓会総会も、感染拡大防止の見
地から学園の講堂で開催され、懇親会は残念ながら中
止となりました。
　来年の総会後の懇親会では、皆様と元気に楽しく語
らい、美味い食事と酒を楽しみたいものです。
　さて、学園の近況をお話しいたします。
　崇徳学園は、1875年の開校以来145年にわたり男子
校として歴史を積み重ねてきましたが、令和２年４月より
共学校となり、制服も詰襟の学生服からスーツスタイル
に変更となりました。
　初年度は特進コースに57名の女子生徒が入学し、男
子生徒と女子生徒が切磋琢磨して勉学や課外（クラブ）
活動に取り組む姿が校内各所に見受けられるようにな
り、新たな崇徳学園を実感しております。
　令和３年４月からは中学校と高校の進学コースも共学
となり、崇徳学園の新たな挑戦が本格化することから、

教職員が一丸となって、145年の歴史と良き伝統を受け
継ぎながら更なる改革改善を図ってまいります。
　柔道、バレー、ボクシング、野球、サッカー、ラグビー等
の体育クラブの生徒は、コロナ禍のために目標としてい
た大会が開催されず辛く苦しい思いをしながらも、将来
を見据えて今できることを一生懸命取り組んでいます。
　文化クラブでは、新聞部が原子爆弾投下後75年を迎
えた原爆ドームや旧広島陸軍被服支廠（南区出汐町）の
取材や発表を熱心に行なう姿が中国新聞に掲載され、
地元テレビ局各社にも採り上げられました。中でもジャー
ナリストの池上彰さんが新聞部の取材内容を高く評価さ
れ、本校まで来校されて部員達と語り合う姿がテレビで
全国に放映されたことは大きな話題となりました。
　崇徳学園は学園規模に対して校庭が狭く、入野グラ
ウンドもバスで片道１時間を要するほど遠方で移動費
もかかることから、体育クラブの活動には不自由を強い
ておりましたが、この度、学校から車で15分で行ける己
斐上の“グラウンドと研修施設”を広島銀行から購入す
ることができました。
　野球やサッカー、ラグビー等ができる総合グラウンドと
テニスコートの整備はほぼ終了し利用を始めております。
　文武両道を標榜する学園の象徴になるよう、今後も研
修施設を始め様 な々整備を進めてまいります。
　引き続き「崇徳生」にとってより良い学園を目指して参り
ます。今後とも皆様のご協力をよろしくお願い致します。

理事長あいさつ 学校法人 崇徳学園 理事長　奥田 耕造（昭和40年卒）

　全国各地でご活躍の崇徳学園
同窓会会員の皆さまより、本学園
に対してご支援を賜っております
こと、心より感謝申しあげます。
　この度、山本千曲様から松田

宜久様に同窓会会長が交代されました。長きにわた
り会長としてご尽力頂きました山本様に感謝申しあ
げるとともに、松田新会長のもと、引き続きご支援を
賜りますようお願い申しあげます。
　今年は、新型コロナウイルス感染症が流行し、本校
におきましてもゴールの見えない中、生徒の健康と安
全を第一に考え、様々な対応をとりながら教育活動を
行っているところです。この現実に直面して初めて、
これまでの日常が「当たり前」ではなく「有り難い」こ
とであったことに気づかされ、感謝の日々を送らせて
いただいています。このような時に、同窓生の皆さま
よりマスクやフェースガードなど、心温まる品々の寄贈
を頂いたり、励ましの声を頂いたりしたことが、困難を
乗り越える私たちの心の支えとなり、同窓生の有り難
さを改めて感じました。ありがとうございました。

　ところで、146年目を迎えた本学園は、先輩諸氏が
築き上げてこられた歴史と伝統を大切にしつつ、新た
な崇徳へと進んでいるところです。今年度から高校
特別進学コースを共学とし、共学校としてスタートしま
した。今年度は57名の女子生徒が入学し、生き生きと
充実した学校生活を送っています。来年度からは、高
校進学コースと中学校も共学となることから、順次女
子生徒数も増えていきます。共に認め合い、支え合い
ながら切磋琢磨しながら成長し、進学実績やクラブ
活動においても、これまで以上の結果を残していきた
いと考えています。
　最後になりますが、これからも本学園が教育の根幹
としている「親鸞聖人のみ教えに基づく宗教的情操教
育」「心の教育」を大切にし、「感謝の心」と「思いやり
の心」を育んで参ります。その上で、勉強やクラブ活動
などに精一杯励み、生徒一人ひとりが自分らしく輝ける
よう私たち教職員も精進していく所存です。同窓生の
皆さまにおかれましても、母校の生徒の頑張る姿に期
待していただき、より一層のご支援を賜りますようお願
い申しあげて、ごあいさつとさせていただきます。

校長あいさつ 崇徳中学校・高等学校 校長　髙木 哲典（昭和56年卒）

　暑い暑い夏も終わり、「木のまよりもりくる月の影
見れば心づくしの秋は来にけり」の頃となりました。
同窓会の皆様におかれましては、ご健勝のことと思
います。
　さて、今日私達は、予想を超えるテンポで進行する
地球の気候変動と大規模な自然災害や地球環境悪
化、様々な国際的対立抗争の激化や格差の拡大、さ
らには昨今のcovid-19に代表される感染症の拡大
など、地球上の人々の生命と健康を脅かす多くの困
難な課題に直面しています。今私達は、改めて本学
の基本理念に深く思いを致し、これらの地球社会に
おける多元的で困難な諸課題の解決に向けて真摯
かつ果敢に挑戦し、着実にその成果を社会に発信し
ていく必要があると思います。6月19日より政府によ
り県境を越える移動の自粛も解除されました。いわ
ゆる「新しい生活様式」が提起されています。今一度
人類が残した叡智を故人に習って再考が必要でしょ
う。人類は、これまで、感染症の災厄に繰り返し襲わ
れ、その都度、危機を克服してきました。今私たちが
直面している危機も、全世界の人々の協力によって
きっと乗り越えることができるはずです。そして、その
人々の連携が新しい世界の創造につながるのだと思
います。
　19世紀と私たちが生きる21世紀は、内容こそ違う
ものの、科学技術が急速に発展し、人々の暮らしが
劇的に変わる文明の転換期という点ではよく似てい

ます。ビッグデータをもとに人工知能（AI）を使って
画像診断をする医療技術が登場しました。人手の足
りない部分を情報技術やロボティクスによって補い、
スマート農業やスマート漁業を創出する。的確な需
要予測や気象予測をもとに、多様なエネルギー源に
よって安定的に電力を供給する。さらには、どこでも
手軽に情報を入手でき、家庭やオフィスの多くの作
業を遠隔操作できるスマートシティが構想されよう
としています。ただ、ICTは正しいことに使われるとは
限りません。わざと間違った情報を流して人々を誤っ
た方向へ誘導したり、個人情報を盗んで悪事に利用
したりすることも目立って増えています。フェイク
ニュースが時には一国の命運を左右する場合もある
のです。そのため、各国は機密情報の保持に躍起と
なり、情報セキュリティの技術向上を目指していま
す。宇宙工学、海洋探査技術、ロボティクスなども軍
事目的に転用が可能です。現代の科学技術は災害
の防止など人間の福祉に用いられるばかりでなく、
軍事的侵略の目的に利用されるということをしっかり
と頭に入れておかねばなりません。科学技術は本当
に人間を幸せにするのか。そう言った問いが今、浮か
び上がってきました。もう一度、人間の歩んできた道
を振り返り、文明や科学技術がもたらした恩恵の意
味を問いながら、幸福で持続的な未来を描かねばな
りません。そのためには、人為の及ばない自然の世界
を覗いてみることが大切だと私は思っています。

関東支部長あいさつ 関東支部会長　室﨑 宏治（昭和46年卒）

　年明け早々、突然に襲ったコロナ禍。あっという
間に全世界に拡がり、人々の経済活動や行動は大
きく制限され、未だその先行きは見通せません。こ
うした状況下で当会も、総会をはじめ加盟の広島
県・関西同窓協議会〔広島関同協〕など関係機関
の行事等もすべて中止となったため、本年度の活動
は全くできていません。本原稿の作成にあたり「ど
んな内容を書こうか」と頭を悩ませ、思い起こした
のが昨年、母校が八回目の出場で初めて決勝まで
駒を進めた第六十四回全国高等学校軟式野球選
手権大会のことでした。決勝の相手は、奇しくも五
年前の大会の準決勝で球史に残る延長五十回の
熱闘を繰り広げ、後の「タイブレーク制」導入につ
ながった中京学院大中京高校（当時は､中京）。リベ
ンジが期待されましたが惜しくも叶わず『準優勝』。
しかし決勝で、中京学院大中京が二年前の第六十
二回大会から続ける「無失点記録」を一〇七イニン
グ目で止める等めざましい活躍をした選手達。その

結果は優勝にも値する価値あるものだと思いまし
た。中河監督も試合後のインタビューで『崇徳の歴
史を変えてくれた。選手を誇らしく思う』と述べら
れています。雨のため二度順延になったこの大会。
準決勝で対戦した新田高校との試合で、母校の選
手が相手投手の死球で出塁した時、一塁手が脱帽
して丁寧に頭を下げてわびる姿を目の当たりにし
て、これぞまさにスポーツマンシップと感動を覚え
るとともに、胸を熱くした次第です。そして昨今、と
かく十代の若者の問題行動が喧伝される中で、彼
のように礼儀をきちんと身につけた若者がいるこ
とに改めて意を強くもしました。大会期間中、わが
関西支部をはじめ広島関同協から述べ四十名を
超えるみなさんが応援に駆けつけ、力強い声援を
送りました。
　来年の全国大会に母校が九度目の出場を果た
し、悲願の優勝を成し遂げてくれることを心から
願ってやまない思いを述べ、原稿を結びます。

関西支部長あいさつ 関西支部会長　久保田 菊男（昭和32年卒）



　広島で介護福祉士と芸人の二足のわらじで活動し
ている“介護芸人”の鹿見勇輔です。
　2020年9月より、毎週水曜日23時25分から23時
55分の30分間、RCCラジオで「鹿見勇輔 福祉のラ
ジオ」という番組のパーソナリティを担当しています。
ぜひ聴いてください。
　こうした“介護芸人”としての活動は、2001年に崇徳高
校に入学し、過ごした三年間が大きく影響しています。あ
る時、担任の先生から「将来、進路をどうするのか？」と
尋ねられ、回答ができませんでした。「大学で何を勉強し
たらいいのか」「どんな職業に就きたいのか」がわからな
かったのが正直な気持ちです。まわりの同級生達が理
系や文系のコースを選択する背中を追いかけているば
かり。進路選択に焦りを感じていた僕は、ふとテレビを見
ていると、キラキラ輝いているお笑い芸人が目に入ってき
ました。当時はテレビではネタ番組がバンバン放送され
ており、ドラマを見ても俳優顔負けの演技をやってのけ、
歌番組にも歌手と肩を並べて歌ったりと何でもこなし、
ファンからキャーキャー言われている姿がとても印象的
に映りました。そうだ！！お笑い芸人になろう！！
　こう熱く誓ってからは、授業中に先生が話した言葉を
お題に、漫才のネタをノートにひたすら綴っていました。た
だ、相方がいないのに漫才ネタを作っていたことは、今思

えば失敗でした。部活動では、2014年に後輩達が延長
50回の激闘で全国的に有名にしてくれた軟式野球部に
所属することに。でも、野球初心者の僕は、野球をすると
いうより、いかにチームメイトを笑わせるかを考えていまし
た。監督や先輩から怒られることも度 あ々りました。
　2004年に高校を卒業し、一年間アルバイトをして資
金を貯め、お笑い芸人養成校のよしもとクリエイティブ・
エージェンシーNSC東京11期生となりました。同期芸人
は、チョコレートプラネット、シソンヌ、エドはるみ。講師の
前でのネタ見せの時間、人前に立って話すことが人生の
中でほとんどなかった僕は、極度の緊張のため何もでき
なかったのを覚えています。それと用意していたネタは
漫才ばかりでピン芸のネタではなかったんです。さらに
人を押しのけてでも前に出る同期芸人らの姿勢に圧倒
され、「お笑い芸人として続けていけるのか」と落ち込ん
でしまいました。
　その時、思ったんです。高校時代あんなにお笑い芸人
になりたいと思っていたのに、何で悩んでいるんだと…。
その瞬間、涙が溢れ出ました。悔しかった。辛かった。そ
んな気持ちのまま新幹線に乗って広島に帰りました。
　その後、介護の仕事を知り、専門学校や大学で福祉
を学び、高齢者施設で働き始めました。当初、僕の高齢
者のイメージは、年齢を重ねて弱っている人と思ってい
ました。しかし、実際に介護現場で携わると、年齢関係
なしにイキイキと人生を楽しもうとしているパワーに感銘
を受けました。高齢者のために何ができるのかを考えた
結果、お笑い芸人への再起の道だったのです。
　2015年からは、一緒に崇徳高校を卒業した新藤正
啓とお笑いコンビ「あんぽんたん」を結成し、毎月お笑い
ライブを主催しています。現在は、新型コロナウイルス感
染症の影響によりオンライン配信となっていますが、日
本全国の皆さんに視聴してもらえています。
　これからも崇徳学園の名に恥じないよう活動します。
崇徳学園の同窓会
や学園祭など、オ
ファーがありました
ら出向いて笑いを
届けます。今後とも
応援お願いします。

　株式会社良和ハウス様が崇徳学園正面玄関入
口に、デジタルサイネージを寄贈していただきまし
た。贈呈式は、2019年12月16日（月）に本校にて
行われました。
　良和ハウス様は、本社が崇徳学園の近くにあり、
卒業生も多数在籍していることや、地域貢献から、
崇徳学園への贈呈を決定していただきました。
　寄贈いただきましたデジタルサイネージ（液晶
ディスプレイなどの映像表示装置）は、現在本校
に来校された方への各階のフロア案内情報や行
事予定・会議情報などを表示するために活用され
ています。
　ご寄贈いただき、厚く御礼申し上げます。
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あんぽんたん（写真左が鹿見）

良和ハウス様よりデジタルサイネージ
を寄贈していただきました

　本校ＯＢである㈱フロンティアリネンサプライ代
表取締役の田中慎太朗さんから新型コロナウイル
ス感染症拡大予防にと本校へ使い捨てマスク１万
枚を寄贈していただきました。
　贈呈式は、2020年4月28日（火）に田中さんの
他、学園から奥田理事長と髙木校長が列席し行わ
れました。
　田中さんが経営する同社は、もともとマスクの取
り扱いはなく、クリーニング業やリース業を事業と
しており、これまで取引のあった中国やベトナムか
らマスクを輸入する機会が得られたことから深刻な
マスク不足で不安が広がる母校の明るい希望にな
ればとマスクの輸入を決意され、従業員や取引先だ
けでなく、「お世話になった」母校へもと、そのうち
１万枚を寄贈していただいたかたちです。
　田中さんは、「みんなしんどいと思うが必ず乗り
越えられる。コロナが収束していけば爆発していける
よう、今はパワーをためていて欲しい」と母校の生徒
に対して想いを語った。

『崇徳学園新聞　速報版　843号（2020.4.30）』より転載

フロンティアリネンサプライ様より
マスク１万枚を寄贈していただきました

若き日の芸人の夢破れ、
“介護芸人”として再起

同窓会 寄  贈 同窓会 OB紹介

　高齢になっても住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、保健・医療・介護・福祉のさまざまな面から地域での生
活を総合的に支える中核機関として、地域包括支援センターがあります。地域包括支援センターでは、保健師、社会
福祉士、主任ケアマネジャーなどの専門職員が連携して、高齢者の総合相談や支援を無料で行っています。
　その他にも、介護予防に繋がるサービスの利用に向けた支援、成年後見制度の活用や虐待の早期発見・防止など
高齢者の権利擁護に努めています。
　皆さまのお住いの中学校区で担当の地域包括支援センターが決まっています。もしご自身やご家族でお困りの
ことがありましたら、お近くの地域包括支援センターまでお気軽にご相談ください。

高齢者の総合相談窓口「地域包括支援センター」を積極的にご利用ください
福祉のお役立ち情報

鹿見 勇輔（平成16年卒）
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部　活 大会結果

20 Sotoku-Konin 同窓会だより 21Sotoku-Konin 同窓会だより

令和2年度 大学・短大・専修学校合格実績

入賞結果
バレーボール部

陸上競技部

体操部

令和2年度広島県高等学校総合体育大会代替大会

令和2年度広島県高等学校総合体育大会代替大会

第70回広島県高等学校対抗陸上競技選手権大会

令和2年度広島県高等学校総合体育大会代替大会

テニス部

自転車競技部

令和2年度広島県高等学校総合体育大会代替大会

JCSPAジュニアサイクルスポーツ大会

バドミントン部 令和2年度広島県高等学校総合体育大会代替大会

軟式野球部 令和2年夏季広島県高等学校軟式野球大会

新聞部

第44回全国高等学校総合文化祭新聞部門

第24回全国高校新聞年間紙面審査賞

第18回聞き書き甲子園

優勝

4×100mR　第1位　植田 光紀・岡田 寛人・齋藤 聖・後藤 達樹

100m　　　 第1位　岡田 寛人

　　　　　  第3位　後藤 達樹

200m　　　 第2位　後藤 達樹

　　　　　  第4位　齋藤 聖

110ｍH　　 第1位　齋藤 聖

棒高跳　　  第3位　和手 航大

学校対抗　　男子総合　　　　　　第5位

学校対抗　　男子トラックの部　　第5位　

団体総合　　第1位　奥 朝陽・松重 秀・津川 元紀・中島 礼基

個人総合　　第1位　中島 礼基

　　　　　  第2位　松重 秀

　　　　　  第3位　津川 元紀　

200ｍタイムトライアル　　　　　　 第1位　奥村 彩人

1kmタイムトライアル　　　　　　　第1位　田村 一暉

　　　　　　　　　　　　　　　　　第2位　奥村 彩人

3kmインディビジュアルパシュート　第1位　塩出 皓成

　　　　　　　　　　　　　　　　　第3位　古城 涼翔

ポイントレース　　　　　　　　　　第1位　塩出 皓成

　　　　　　　　　　　　　　　　　第3位　檜井 誉樹

スクラッチ　　　　　　　　　　　　第3位　檜井 誉樹

ケイリン　　　　　　　　　　　　　第1位　田村 一暉

優勝

水泳同好会 令和2年度広島県高等学校総合体育大会代替大会 兼
令和2年度広島県高等学校選手権水泳競技大会（競泳）

男子ダブルス  第3位　伊藤 雄太・橋爪 尚和

男子シングルス 第5位　橋爪 尚和

女子50m自由形　  第1位　下田 彩葉

女子100m自由形　第1位　下田 彩葉

優秀賞

優秀賞

環境大臣賞　髙垣 慶太

男子シングルス 第2位　濱岡 柊生

100m　　　 第1位　岡田 寛人

　　　　　  第4位　後藤 達樹

200m　　　 第1位　岡田 寛人

110ｍH　　 第2位　齋藤 聖

走幅跳　　  第4位　齋藤 聖

棒高跳　　  第1位　和手 航大

4×100mR　第4位　小笠原 蒼真・植田 光紀・佐野 理生・藤井 雄大

4×400mR　第7位　正門 明虎・齋藤 聖・山内 健生・桝本 脩斗

学校対抗　　男子総合　　　　　　第4位

学校対抗　　男子トラックの部　　第4位

学校対抗　　男子フィールドの部　第5位



22 Sotoku-Konin 同窓会だより 23Sotoku-Konin 同窓会だより



24 Sotoku-Konin 同窓会だより 25Sotoku-Konin 同窓会だより



同窓会 あの先生は、今

26 Sotoku-Konin 同窓会だより 27Sotoku-Konin 同窓会だより

　23歳から70歳までの都合47
年間崇徳に勤める。思い起こせ
ば冷や汗ものの教育をしていた
と反省する。勉強不足の未熟者
で、男相手に「ざっくばらん」と済
ませていた。躓いていた彼は「今

何をしているのか？」気になりはするものの過去は修
正できないので、現在の生活を語ります。
　離職3年目、生涯現役としての働く意欲無く、蓄えた
遊興費と年金で生活している。「ノーゴルフ・ノーライ
フ」とした趣味のゴルフを、練習場とコースのラウンド
で週2～3回している。加えて近くの公園で、長寿会の
グランドゴルフも週1～2回参加している。フレイル予防
に、健康と体力維持に努め足腰痛めないように楽しん
でいる。ノドを鍛える事で誤嚥性肺炎予防に、地域の
集会所のカラオケ教室で月2回大きな声を出している。
時々には、公民館での「男の料理教室」に通い自分で
食べる物は自分で調理できるように精進している。ま
た、二ヶ月に一度のペースで空き家になって心配な実
家の手入れに帰省している。猪の出没と雑草に手を焼
いている。高校の「還暦同窓会・古希同窓会」を切っ掛
けに、気の合う仲間で「D&G会（ダンディアンドジジ）」

を作り、品よく・カッコよく老いることを目標に行動して
いる。月2回の目安で「吸わない・飲まない？・賭けな
い？」の健康麻雀を認知症予防を兼ねてする。時には
旅行に行ったり、会員の所有するボートで釣りに行った
りと親睦を深めている。地域の奉仕活動では、週一で
小学生の下校時の見守り、公園内の清掃などをしてい
る。また、町内会の各種行事へ参加したり、高齢者の
見守り活動をしたりと段々町内の世話役が増えてい
る。今年は、「新型コロナ禍」の影響で多少自粛しつつ
も毎日「今日行く（教育）と今日用(教養)」のアクティブ
な老後を送っている。そうは言っても老いと死は確実
にやって来ているので、「散ればこそいとど桜はめでた
けれ浮世になにか久しかるべき」（伊勢物語）の心境
で過ごしている。
　まだ現役で働く卒業生には仕事第一ですが、趣味
を持つことで生活
の充実と健康増進
になります。70歳ま
で働いた身として、
リタイヤ後の人生
設計の参考になれ
ばと思います。

～教え子に本当に伝えたかったこと～

　この度、崇徳学園同窓会により
「同窓会だより」に掲載する『教え
子に本当に伝えたかったこと』を
テーマに、執筆のお願いがありま
した。私で本当に良いのかと、戸
惑いましたが、立っての要請でお

引き受けすることにしました。
　私が崇徳学園に奉職したのは、昭和60年4月で、ス
タートは高2の担任でした。宗教教育部に所属し、宗教
科の授業を担当しました。当初、学園の根幹に関わる重
要な部署に所属していることを深く感じることができま
せんでした。崇徳学園は、仏教精神とりわけ浄土真宗の
み教えを建学の精神としています。教育現場の全領域
で宗教的情操を育む教育を展開しなくてはなりません。
その中でも具現化する手段として大きな役割を果たす
ものが、仏参・仏教行事・宗教の授業でした。
　自覚が乏しい私でしたが、あまり関心のない生徒に
どう伝えるべきか随分悩んだ時期がありました。今か
ら思えば教科書にそった展開をせず、雑談に終始し
ていたように思います。ところが、ある時期から授業
の冒頭、生徒に新聞記事の発表をしてもらうことで内
容が一変しました。それは、毎週2名がクラスメイトの
前で、自分の興味・関心のある新聞記事を発表し、感
想を述べることでした。その後、私が仏法を踏まえた

上で、詳しく解説するという授業でした。
　それからの私は、意識してこの度のテーマに繋がるこ
とを解説に取り入れました。それは第１に『人生は苦であ
る』決して自分の思い通りにはならないこと。逃れられな
い事から逃れようとすればするほど苦しまなくてはなら
ないこと。第２に『苦の原因は煩悩(貪欲・瞋恚・愚痴)で
ある』人生において自分の身の回りに起こる全ての事象
は、自らが招くこと、でした。出会い難い仏教の真理を学
ぶことにより、人生を考えるきっかけになればとの強い
想いがありました。また、『感謝をすれば何も苦しくない』
ありがとうの心が色 な々事に気づかせてくれること。この
思いが如何なる困難も乗り越えられる原動力となること
を伝えたい。それは、かけがえのない命を自ら育み大切
にする人生を送って欲しいとの熱い思いでした。
　最後に、我学園の同窓生は仏法を学び、手を合わせ、
三帰依を歌って卒業します。だからこそ私たち一人ひと
りは、『おかげさま』という絆によって、結ばれていると確
信しています。弥栄・弥栄・弥栄！　崇徳学園！

水津 紀昭先生

智谷 典和先生


